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地 域 再 生 計 画 

 

１ 地域再生計画の名称 

  「やつしろ・いつき」豊かな地域資源を活かした個性きらめく地域再生計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

  熊本県、熊本県八代市及び熊本県球磨郡五木村 

 

３ 地域再生計画の区域 

  熊本県八代市の区域の一部（坂本町、東陽町及び泉町）及び球磨郡五木村の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

 ４－１ 地域の現況 

本計画区域は、熊本県のほぼ中央に位置し、八代市及び五木村の隣接する２つの

市村から構成され、九州山地の脊梁地帯の山岳と渓流で形成される、豊かな自然に

恵まれた地域である。また、本地域は特産品や古来から伝承されてきた伝統芸能や

恵まれた自然を活用した観光による地域づくりを推進してきた地域間の結びつき

も強い地域である。 

本計画区域の９４％を森林が占め、そのうち民有林が８０％以上を占めている。

また、そのうちスギ及びヒノキを中心とした人工林率は６０％以上となっている。

民有林においては、人工林の造成という所期の目的は達成され、森林資源の成熟度

は人工林を中心に着実に高まってきており、森林の造成から森林資源の質的な充実

段階を経て収穫すべき時期を迎えている。 

 

４－２ 地域の課題 

本計画区域の基幹産業である林業においては、担い手の減少、高齢化及び木材価

格の長期低迷等による林業経営意欲の減退に加え、木材の生産拠点が幹線道路から

離れており、加工・販売拠点まで狭隘区間や落石等が発生する区間を通過する必要

があるため、物流の向上と産業の振興が課題となっている。 

 さらに本地域は豊かな自然を生かした九州中央山地国定公園や五木五家荘県立

自然公園、道の駅及び温泉施設等、多くの観光資源を有しているが、幹線道路から

のアクセス道路や地域交通網の整備の遅れから、観光交流人口が減少傾向にあり、

個々の観光地の結びつきを強化する交通網の整備も課題となっている。 

 

４－３ 計画の目標 

本計画区域において優良な森林資源の活用を促進するべく、近年需要が高まって

いるアジアの近隣諸国へ国産木材の輸出を拡大し、木質チップを始めとするバイオ

マス燃料の供給への対応や、木質バイオマス利用施設の導入も促進しており、多様

化する木材の需要と森林の持つ公益的・多面的機能の発揮を促進しているところで

ある。そのため、森林整備の効率化や木材の安定供給と素材価格の安定を図るには
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運搬経路である道路整備を行うことが急務となっている。 

こうした状況を踏まえ、地方創生道整備推進交付金により市道及び林道を一体的

に整備することで、社会基盤の整備や産業振興を図り、地域の交通ネットワークの

強化を図る。 

 

（目標１）森林整備面積の増加（再造林、下刈、除間伐面積の増） 

      ４８７ｈａ（令和３年度）⇒５１０ｈａ（令和８年度） 

 

（目標２）木材輸出の拡大（八代港からの木材輸出量の増） 

１３８，０８３㎥（令和３年度）⇒１４５，０００㎥（令和８年度） 

 

（目標３）観光交流の活性化（八代市・五木村の観光交流人口の増） 

６０３，４３５人（令和３年度）⇒６３３，６００人（令和８年度） 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

八代・五木地域は、九州自動車道と南九州西回り自動車道が縦断し、国道３号、

国道２１９号、国道４４３号、国道４４５号等多くの幹線道路が整備され、また九

州新幹線を受け入れる新八代駅や海外からの大型客船、大型コンテナ船も停泊可能

な県重要港湾の指定を受ける八代港も整備されるなど、アジアの各地域や国内大都

市圏からのアクセスは可能であるため、陸・海路の交通の要衝となっている。 

しかし、幹線道路へのアクセス道路網が脆弱であり、八代市の７割以上、五木村

の９割以上を山林が占めているため市道及び林道の整備を急ぐ必要がある。 

また、地域住民の利便性の問題に加えて、平成２８年４月の熊本地震や令和２年

７月豪雨など、頻発する災害時の集落孤立の危惧不安もある。 

そこで、本地域の基幹道路である国道４路線を中心として、そこから県道等を経

由して延びる市道８路線とその先に接続する林道１８路線の基盤整備を行うこと

により、効率的で効果的な道路網を構築することによって、地域の豊富な森林資源

がネットワーク化され、近年、多様化する木材需要の要請に対応するとともに森林

施業における効率化と生産コストの縮減、林業・木材産業の生産活動を向上させる

など、林業の振興を図るとともに、地域住民の利便性の向上や災害時孤立等の不安

払拭を行うことで、地域に安心と潤いがもたらされる。これらの対策として道路整

備を促進し、森林施業の効率化、木材供給体制の改善を図ることにより雇用の維持

促進に繋げることにより、地域の再生を行う。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

（１）地方創生道整備推進交付金【Ａ３００８】 

対象となる施設は以下のとおりで、事業開始に係る手続き等を完了している。 

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 
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   ・市道 道路法に規定する市道に認定済み。（ ）内は認定年月日。 

    ①市道日光・辻線（ニチコウ・ツジ）     （平成１５年３月２８日） 

②市道木々子・板ノ平線（キギス・イタノヒラ）（平成８年３月１５日） 

③市道新開箱石線（シンガイハコイシ）    （昭和５７年３月１８日） 

④市道箱石池ノ原線（ハコイシイケノハラ）  （昭和５７年３月１８日） 

⑤市道美生小原線（ビショウコバル）     （昭和５７年３月１８日） 

⑥市道久木野座連線（クギノザレ）      （昭和５７年３月１８日） 

⑦市道泉～小川線（イズミ～オガワ）     （平成元年１２月１６日） 

    ⑧市道下屋敷～樅木線（シモヤシキ～モミギ） （平成２３年３月３０日） 

       

   ・林道 森林法による球磨川地域森林計画書（平成２５年策定）に路線登載。 

    ①林道袈裟堂深水線（ケサドウフカミ） 

②林道深水線（フカミ） 

③林道木々子日光線（キギスニチコウ） 

④林道破木寺前瀬線（ハギジゼンセ） 

⑤林道板持陣之内線（イタモチジンノウチ） 

⑥林道南川内線（ミナミカワウチ） 

⑦林道仁田尾座連線（ニタオザレ） 

⑧林道岩奥南川内線（イワオクミナミカワウチ） 

⑨林道観音線（カンノン） 

⑩林道福根線（フクネ） 

⑪林道池ノ原走水線（イケノハラハシリミズ） 

⑫林道二本杉葉木線（ニホンスギハギ） 

⑬林道浪人越線（ロウニンゴエ） 

⑭林道瀬目下谷線（セメシモタニ） 

 

   ・林道の保全対策 

①林道南川内線（ミナミカワウチ） 

②林道市ノ俣線（イチノマタ） 

③林道登俣線（ノボリマタ） 

④林道白谷線（シラタニ） 

⑤林道水無線（ミズナシ） 

 

  ［施設の種類］  ［事業主体］ 

・市道      八代市 

・林道      熊本県、八代市、球磨郡五木村 

［事業区域］ 

・八代市の区域の一部（坂本町、東陽町及び泉町）、球磨郡五木村の全域 

［事業期間］ 

・市道  令和４年度～令和８年度 
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・林道 令和４年度～令和８年度 

［整備量及び事業費］ 

・市道 ５．４ｋｍ、林道 ２１．６ｋｍ 

 市道の改良   ６路線（法面保全７８０ｍ） 

 林道の開設   ３路線 １０，１３０ｍ 

林道の保全対策 ５路線（橋梁補修５箇所） 

林道の改良   ８路線（法面保全２，９５０ｍ） 

・総事業費 ３，６６４，０００千円（うち交付金 １，７８０，１３３千円） 

市道     ３８０，０００千円（うち交付金  １９０，０００千円） 

林道   ３，２８４，０００千円（うち交付金 １，５９０，１３３千円） 

うち林道の保全対策４６５，０００千円（うち交付金２０７，３００千円） 

 

［事業の実施状況に関する客観的な指標及び評価の方法］（各１つ提示） 

（令和/年度） 
基準年 

R3 
R4 R5 R6 R7 R8 

指標１ 

法面崩壊危険箇所の減少 

市道１６箇所 

林道２６箇所 

  

 

16箇所 

26箇所 

 

 

14箇所 

22箇所 

 

 

12箇所 

14箇所 

 

 

8箇所 

7箇所 

 

 

4箇所 

3箇所 

 

 

0箇所 

0箇所 

指標２ 

 整備区間車両走行時間の減少 

 

73分 

 

70分 

 

64分 

 

55分 

 

46分 

 

39分 

指標３ 

林道開設による利用区域 

面積の増加 

0ha 76ha 169ha 270ha 369ha 474ha 

毎年度終了後に各計画主体の職員が必要な調査等を行い、速やかに状況を把握

する 

 

［事業が先導的なものであると認められる理由］ 

 （政策間連携） 

  市道及び林道を一体的に整備することにより、個別に整備するのに比べて、効率

的かつ効果的な施設配置が可能となり、観光地の連携や林業の振興といった地域再

生の目的達成に資するとともに、全体の整備コストの削減が期待できるという点

で、先導的な事業となっている。 

  市道及び林道の整備は、八代市国土強靭化地域計画及び五木村国土強靭化地域計

画に明記された事業である。 

 

５－３ その他の事業 

 地域再生法による特別の措置を活用するほか、「豊かな地域資源を活かした個性
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きらめく地域再生計画」を達成するため、以下の事業を総合的かつ一体的に行うも

のとする。 

 

 ５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置 

  該当なし 

 

５－３－２ 支援措置によらない独自の取組 

（１）森林環境保全整備事業 

内  容 面的にまとまって計画的に行う搬出間伐等の森林施業と、これと一体

となった森林作業道の開設を行う（農林水産省支援事業） 

実施主体 八代市、五木村 

実施期間 令和４年４月～令和９年３月 

 

（２）森林作業道等基盤整備事業 

内  容 間伐等の森林整備に必要な小規模の作業道の開設、改良、修繕に係る

経費の補助を行う（八代市単独事業） 

事業主体 八代市 

実施期間 令和４年４月～令和９年３月 

 

（３）木質バイオマス利活用推進事業 

内  容 豊富な森林資源の有効活用（木質バイオマス等）、適切な森林整備の

推進、森林が持つ公益的機能の発揮、化石燃料使用量の抑制等を進め、

持続可能な地域循環型社会の創出を目指すために、木質バイオマス燃

料を使用する公共温泉施設へ補助を行う。（八代市単独事業） 

実施主体 八代市 

実施期間 令和４年４月～令和９年３月 

 

 

（４）八代産材利用促進事業 

内  容 八代産木材の需要を拡大することにより、木材関連産業の振興を図

り、八代市の林業の活性化及び森林の健全化を促進する。併せて八代

市への定住化の促進を図る（八代市単独事業） 

実施主体 八代市 

実施期間 令和４年４月～令和９年３月 

 

（５）八代市みどり推進協議会事業の推進 

内  容 募金事業を始めとして、ふれあいの森造成事業や緑のカーテン事業等

の緑化推進、水とみどりのふれあいスクール等緑化イベント、緑の少

年団育成事業等の森林・林業教育を推進する（八代市単独事業） 
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実施主体 八代市 

実施期間 令和４年４月～令和９年３月 

 

（６）港湾整備を含めた八代港の機能充実 

内  容 八代港岸壁整備の推進、中国や台湾を始めとする大型コンテナ船に対

応できるガントリークレーンなど、コンテナ貨物の取扱数増加に必要

な港湾施設の整備についての要望活動を行うとともに海外大型クル

ーズ客船の継続的な誘致に取り組むため、施設充実、安全航行調査に

必要な諸条件の整備を要望する（八代市単独事業） 

実施主体 八代市 

実施期間 令和４年４月～令和９年３月 

 

（９）木の駅プロジェクト 

内  容 豊富な森林資源を有効活用し、且つ森林の多面的機能を持続的に発揮

するとともに、化石燃料使用量の抑制等を進め、持続可能な地域循環

型社会の創出を目指す（熊本県支援事業、八代市・五木村単独事業） 

実施主体 八代市、五木村 

実施期間 令和４年４月～令和９年３月 

 

６ 計画期間  

  令和４年度～令和８年度 

 

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

７－１ 目標の達成状況に係る評価の手法 

４に示す地域再生計画の目標については、計画期間の中間年度及び計画年度終了

後に八代市及び五木村の道路台帳等から道路施設整備の現況調査等を行い、速やか

に状況を把握する。 

定量的な目標に関わる基礎データは、７－２に示す収集方法を用い、中間評価、

事後評価の際には、各市村担当課の調査を集計すること等により評価を行う。 
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 ７－２ 目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容 

 令和３年度 

（基準年度） 

令和６年度 

（中間年度） 

令和８年度 

（最終目標） 

目標１ 

森林整備面積の増加 

 

４８７ｈａ 

 

５００ｈａ 

 

５１０ｈａ 

目標２ 

 木材輸出の拡大 

 

138,083㎥ 

 

141,000㎥ 

 

145,000㎥ 

目標３ 

 観光交流の活性化 

 

603,435人 

 

615,500人 

 

633,600人 

 

（指標とする数値の収集方法） 

項  目 収集方法 

森林整備面積の増加 森林組合等の森林情報による 

木材輸出の拡大 熊本県の木材輸出統計資料より 

観光交流の活性化 八代市の観光統計資料より 

 

・目標の達成状況以外の評価を行う内容 

  １．事業の進捗状況 

  ２．総合的な評価や今後の方針 

 

 ７－３ 目標の達成状況に係る評価の公表の手法 

４に示す地域再生計画の目標については、中間評価及び事後評価の内容を、速や

かにインターネット（熊本県、八代市及び五木村のホームページ）を利用すること

により公表する。 


